
2023.4.9. 復活祭(ｲｰｽﾀｰ)礼拝（YRCC） 

「空の墓」（要旨） 

聖書箇所：マタイの福音書27章57~28章６節 

 

【1】 イエスの死を通して 
大切な家族や友との離別は、私たちに大き

な喪失感と共に、その後の生き方への影響
を及ぼします。 
主イエスの十字架の死を契機に、これまで

とは違った行動に及んだ人物がいました。
アリマタヤ出身で金持ちのヨセフです。彼
はユダヤ人議会の有力な議員でしたが、同
時にイエスの弟子でした。同胞を恐れてそ
れを隠していました(参照ﾖﾊﾈ19:38)。当然12
弟子のようにイエスと行動を共にすること
はありませんでした。「…議員たちの中にも
イエスを信じた者が多くいた。ただ、会堂か
ら追放されないように、パリサイ人たちを
気にして、告白しなかった。彼らは、神から
の栄誉よりも、人からの栄誉を愛したので
ある。」(ﾖﾊﾈ12:42b~43)というのがヨセフの
実情でした。けれども驚くべきことは、イエ
スを埋葬したのは12弟子ではなく、人目を
気にしていたヨセフだったのです。 
 

【2】 イエスの埋葬 
ヨセフはイエスの埋葬のために、イエスの

からだの下げ渡しを申し出、更には自分の
ために用意した新しい墓を提供しました。
ヨセフに似付かわしくない行動です。こう
した行為は死刑囚の支持者だとわざわざ公
言するようなものだからです。ユダヤ人議
員としての活動に支障をきたす恐れもあり
ます。賢いヨセフは、それが怖くてイエスの
弟子であることを隠して来ました。何がヨ
セフをこうした行動へと促したのでしょう
か。 
ヨセフはイエスに嘘偽りがないことを認

めていました。仲間の議員がねたみからイ
エスを殺すよう群衆を扇動したことも知っ
ていました。彼は「十字架につけろ！」と叫
ぶ人たちに同調はしなかったでしょうが、
だからと言って「人からの栄誉を愛した」た
め声を挙げることもしませんでした。 

イエスはヨセフと対照的でした。周囲の評
価や自分を取り巻く環境によって発言や態
度を変えませんでした。十字架の死が間近
に迫ってもなお「ご自分の者たちを…最後
まで愛された」(ﾖﾊﾈ13:1b)と、徹底して弟子
たちを愛する姿勢が聖書に記録されていま
す。イエスは弟子のヨセフをも最後まで愛
されました。 
ヨセフはそうしたイエスの真実な愛と十

字架の死を目の当たりにし、生き方を変え
る覚悟をしたのではないでしょうか。 
 
【3】復活の証となった「空の墓」 
ヨセフは墓の前に立ち、自分の葬りの日を

意識したことでしょう。墓は死の象徴だか
ら当然です。しかしイエスはその墓に入り
三日目によみがえられました。イエスの復
活を目の当たりにしたヨセフは、イエスを
葬った墓の前に立つ度に永遠のいのちの希
望を確認する者になりました。 
聖書はイエスの復活の意義をこう記しま

す。「しかし、今やキリストは、眠った者の
初穂として死者の中からよみがえられまし
た。」(Iｺﾘﾝﾄ15:20)私たちの「初穂として」
復活されたイエス。イエスの復活によって、
私たちにとっても死は終わりではなく、神
と共に生きる永遠のいのちの始まりとなり
ました。ゆえにイエスの復活を信じる者は
こう告白することができます。「しかし、私
たちの国籍は天にあります。そこから主イ
エス・キリストが救い主として来られるの
を、私たちは待ち望んでいます。」(ﾋﾟﾘﾋﾟ
3:20) 
▷私たちも墓の前

に立つ時に、「私た
ちの国籍は天にあ
ります」と告白しよ
うではありません
か！ 
 


